
絶食後の再摂食時に腸管幹細胞はポリアミン
代謝を介してその機能を亢進させる
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＜要旨＞
腸管陰窩（クリプト）に存在する腸管幹細胞は、活発にターンオーバーを繰り返す全ての正
常腸上皮細胞を生み出すだけでなく、腸管腫瘍の起源とも考えられています。腸管幹細胞の
数や機能は、幹細胞ニッチ（微小環境）によって維持されていますが、一方で腸内細菌や食
事内容物といった環境因子によっても制御されています。今回の講演では、絶食とその後の
再摂食という二つの異なる食事状態に注目し、絶食後の再摂食が、腸管幹細胞内における遺
伝子発現および代謝の変化を通して腸管幹細胞の再生機能および腫瘍形成能にどのような影
響を与えるか、実験マウスから得られた知見をお話させていただきます。また、アメリカ、
ボストンにおけるアカデミアの研究環境、スタートアップ等についても簡単に紹介させてい
ただきます。
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